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大連市政治・経済情勢週報（平成 29 年 10 月 5日～10月 11日） 

在瀋陽日本国総領事館在大連領事事務所 

 

【政治】 

30日：大連市党委大学習大討論活動テーマ指導報告会開催 
 30 日、大連市党委は「講話学習・上海を目標にする・思想解放・真を掴み実を行う」大学習大

討論活動のテーマ指導報告会を開催した。（譚作鈞大連市党委書記が主宰・報告を行い、肖盛峰大

連市長等が出席した。）（2日付大連日報 01面にも同様の報道あり。） 

（9日付新商報 A10面） 

 

4日：譚作鈞書記、国慶節安全生産工作を視察 
4日、譚作鈞大連市党委書記は地下鉄 1号線大連北駅を訪れ、労働者らを慰労するとともに地下

鉄の運行状況や安全監督管理状況などを視察した。 譚書記は安全管理をより徹底して良好な運行

環境を確保していくことを強調した。 

（5日付大連日報 01面） 

 

5日：肖盛峰市長、テーマ会議（海上・漁業関係）を主宰 
 5日、遼寧省政府の指示を貫徹・実行すべく、肖盛峰大連市長は大連市の海上の漁船管制及び安

全生産工作についてテーマ会議を開き、関連の報告を聴取すると共に指示を出した。 

（6日付大連日報 01面） 

 

5日：肖盛峰市長、山体公園建設工作を視察 
 5日、肖盛峰大連市長は中山区、西崗区、沙河口区及び甘井子区を訪れ、山体公園建設工作を視

察した。肖市長は公園の美化・緑化に力を入れ、公共サービス施設を増設して市民により多くの自

然環境を提供していくことを強調した。 

（7日付大連日報 01面） 

 

5日：肖盛峰市長、市街地区の山林防火工作を検査 
 5日、肖盛峰大連市長は、市街地区の山林防火工作を検査し、国慶節の連休期間中、第一線で山

林の防火・消火にあたる隊員を慰問した。 

（8日付大連日報 01面） 

 

7日：肖盛峰市長、主要市街地の公園改修工作を調査研究 
 7日、肖盛峰大連市長は、主要市街地の公園改修工作を調査研究し、念入りに精緻に建設し、生

態環境を優美に、人と自然の調和・共生する都市の景観を作るよう求めた。 

（8日付大連日報 01面） 

 

9日：大連市政府党組織理論学習中心組、テーマ学習会開催 
 9 日、大連市政府党組織理論学習中心組はテーマ学習会を開催し、「講話学習・上海を目標にす

る・思想解放・真を掴み実を行う」大学習大討論活動テーマ指導報告会における譚作鈞大連市党委

書記によるテーマ指導報告について学習・交流を行った。（会議は肖盛峰大連市長が主宰し、指導

報告を行った。） 

（10日付大連日報 01面） 
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9日：大連市、第 19回党大会期間の安全・安定工作に関するテレビ電話会議開催 
 9 日、大連市は、第 19 回党大会期間の安全・安定を確保するための遼寧省テレビ電話会議を視

聴した後、引き続き大連市の同テレビ電話会議を開催した。（譚作鈞大連市党委書記が講話を行い、

肖盛峰大連市長が会議を主宰した。） 

（10日付大連日報 01面） 

 

10日：大連市において遼寧省民営学校党建設工作交流座談会開催 
 10 日、大連市において遼寧省民営学校党建設工作交流座談会が開催された。譚作鈞大連市党委

書記が挨拶を行い、王正譜大連市党委組織部長が講話を行った。（会議では、大連市党委組織部、

瀋陽市教育局、遼寧財貿学院、丹東市世紀高校、盖州市英才学校、東北育才調兵山幼稚園の責任者

が発言を行い、また、出席者は大連東軟信息学院、大連点石万達華府幼稚園、大連瑞格中学を実地

視察した。） 

（11日付大連日報 01面） 

 

【経済】 

5日：肖盛峰市長、重要交通インフラ建設の状況を調査研究 
 5日、肖盛峰大連市長は重要交通インフラ建設の状況を調査研究した際、責任を果たし、主体的

に行動することを求めた。肖市長は、プロジェクトの現場（渤海大道甘井子区施工現場、金普城際

鉄路二十里堡工程現場、南部浜海大橋延長線トンネル工程現場等）を訪問して実地視察、関係者の

慰問、関係する事務を行った。 

（6日付大連日報 01面） 

 

10日：肖盛峰市長、遼寧省経済形勢分析及び重点工作推進テレビ電話会議に出席 
 10 日、肖盛峰大連市長は遼寧省政府が召集した同省前 3 四半期経済形勢分析及び重点工作推進

テレビ電話会議に出席した。肖市長は会議上、「三去一降一補（過剰生産能力削減・不動産在庫削

減・レバレッジ削減、コスト引き下げ、脆弱産業分野の支援）」、安全生産、中央環境保護監督点検

及び国家海洋監督点検改善工作などについて報告を行った。（大連市は 10四半期連続で経済成長を

維持している。） 

（11日付大連日報 01面） 

 

国慶節期間の大連来訪観光客数、前年同期比 10.81％増の 348.87万人 
 国慶節 8 日間で、大連を訪れた国内外の観光客数は前年同期比 10.81％増の 348.87 万人、観光

総合収入は前年同期比 13.2％増の 47.06億元であることがわかった。 

（9日付半島晨報 A04面） 

 

【社会・文化】 

理工大学生、東工大と「ステンレス鋼粒界腐食実験」を実施 
大連理工大学材料工程学部日本語強化クラスの学生 28 名と東京工業大学の学生 5 名が金属材料

工程技術の総合的実験である「ステンレス鋼粒界腐食実験」を共同で実施した。日本語強化クラス

は 2007 年 8 月に設立され、毎年互いの大学からそれぞれ 2 名の学生が交換留学を行っている。設

立以来 180人余りの学生が同クラスを卒業している。（7日付大連日報 02面） 
 

 

 

（注）10月5日～10月11日の大連日報、半島晨報、大連晩報、新商報の記事をもとに作成。 


